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●日本国憲法より●
第13条　すべて国民は、個人として尊重される。
生命、自由及び幸福追求に対する国民の権利に
ついては、公共の福祉に反しない限り、立法そ
の他の国政の上で、最大の尊重を必要とする。
第25条　すべて国民は、健康で文化的な最低限
度の生活を営む権利を有する。国は、すべての
生活部面について、社会福祉、社会保障及び公衆
衛生の向上及び増進に努めなければならない。
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☆組織の概況（8月30日現在）　組合員総数　6万2989人（8月の新加入者104人）　出資金総額　16億1473万4100円（1人平均　2万5635円）

　
先
日
、
左
の
膝
蓋
骨
、
つ

ま
り
膝
の
皿
の
骨
を
折
っ

た
。
自
転
車
を
運
転
中
に
、

自
分
の
不
注
意
に
よ
っ
て
転

倒
し
た
。
転
倒
直
後
は
膝
の

激
痛
よ
り
も
、
他
人
の
視
線

に
晒
さ
れ
る
恥
ず
か
し
さ
の

方
が
勝
っ
て
、
そ
の
場
を
立

ち
去
る
こ
と
で
精
一
杯
だ
っ

た
。
何
と
か
コ
ン
ビ
ニ
に
た

ど
り
着
い
た
時
の
安
堵
感
は

忘
れ
ら
れ
な
い
。
▼
健
生
病

院
の
木
村
先
生
に
診
て
い
た

だ
き
、
以
来
、
片
足
が
固
定

さ
れ
た
不
自
由
な
生
活
が
始

ま
っ
た
。
自
分
の
片
足
が
こ

ん
な
に
も
重
い
の
か
と
驚
い

た
。
自
宅
の
ト
イ
レ
が
狭
く

て
膝
を
伸
ば
し
た
ま
ま
で
は

扉
が
閉
ま
ら
な
い
こ
と
も
分

か
っ
た
。
一
番
の
変
化
は
、

恥
ず
か
し
さ
の
消
失
か
も
し

れ
な
い
。
職
場
で
も
、
通
勤

の
途
中
で
も
、「
ど
う
だ
、

こ
ん
な
俺
で
も
歩
く
ぞ
、
働

く
ぞ
」
と
内
心
、
開
き
直
っ

て
い
る
。
大
き
な
声
で
は
言

え
な
い
が
、
足
を
引
き
ず
り

な
が
ら
東
京
の
武
道
館
で
プ

ロ
レ
ス
を
観
戦
し
て
来
た
。

そ
の
時
だ
け
は
膝
の
痛
み
が

消
え
た
。
▼
最
近
、
膝
を
曲

げ
て
も
痛
み
が
少
な
い
の
で
、

ト
イ
レ
の
扉
を
閉
め
て
用
を

足
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
自

分
に
と
っ
て
も
、
家
族
に

と
っ
て
も
大
き
な
変
化
だ
。

（
藤
代
健
生
病
院
院
長

�

・
関
谷　
修
）

コ ムラ

生
協
四
課
題
 目
指
そ
う
８
割
達
成

主な記事 組織部　紹介８面５面 健生ERの現状

2019年度 秋の生協強化月間スタート！《10月1日～11月30日》
生協四課題　目指そう８割達成１面

生協四課題の８割達成を目指しましょう

　津軽保健生協では、総代会で2019年度生協四課
題の年間目標を決定し、春から取り組んできました。
　2019年７月までの４ヵ月間の実績は、①仲間ふ
やし623人、②出資・増資26,967,400円、③班づくり２班（２支
部）、④担い手ふやし161人の到達となっています。
　今年度は、毎年５月～６月に行われていた春の月間を行わず、各支
部の事情に合わせた月間を設定する事にしました。秋の生協強化月間
は全支部共通の月間となります。
　出会い・ふれあい・支え合い・地域に協同の“わ”を広げるため
に、地域訪問行動を中心に月間に取り組んで行きます。組合員の皆様
には、出資金の増資、支部の担い手さんなどのご協力とご支援を宜し
くお願いいたします。

●月間の目的
①出会い、ふれあいを大切に、組合員、事業所、協同組合間の生協
のつながりを強くします。
②津軽保健生協の活動を地域に広げます。
③訪問行動を中心に、多くの組合員と対話をします。また、組合員
台帳の整理を行います。

　　　　　　　　　　　目指します。
　２）出資・増資ふやし：年間目標の６割以上の到達を
　　　　　　　　　　　目指します。

　　　　　　　　　３）担い手づくり　：職員による健康新聞の手配り�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を増やします。

● あおもりまるごと健康チャレンジ
　健康チャレンジが９月から始まりました。津軽保健生活協同組合で
は、今年も、青森県生活協同組合連合会主催の「あおもりまるごと健康
チャレンジ2019」に取り組みます。各市町村、教育委員会、マスコミ
から後援をいただき、短命県返上、健康寿命をのばすことを目指します。
　昨年度は、小中学校での取り組みもあり、組合員さんを中心として
1,728人の申し込みがあり、1,454人が報告書を提出してくれました。
　自分の健康は自分で守る！　地域での健
康づくりをすすめていくためには一人ひと
りが意識していくことが大切です。今年は
より多くの方々の申し込みをお待ちしてお
ります。
� (組織部長・八島将仁）

④短命県返上の取り組みとして、「あおもりまるごと健康
チャレンジ2019」（９月～11月）を組合員と職員、小
中学校などに広げます。

● 生協四課題の目標
①支部到達目標
１）仲間ふやし　　：年間目標の８割以上を目指します。
２）出資・増資ふやし：年間目標の６割以上を目指します。
　３）班づくり　　　：月間中に各支部１班の結成を�
　　　　　　　　　　　目指します。
　４）担い手づくり　：月間中に各支部３名以上を増�
　　　　　　　　　　　やすことを目指します。
②事業所到達目標
　１）仲間ふやし　　：年間目標の８割以上の到達を�

支部代表者会議で八島組織部長から行動提起

生協四課題
年度目標

⃝仲間ふやし … 3000名
⃝出資・増資 … ２億円
⃝班 づ く り … 74班
　　　　　　　　（各支部２班）
⃝担い手ふやし … 370名
　　　　　　　　（各支部10名）



健生介護センター
虹

0172-35-7611

健生介護センター 虹
住宅介護支援事業所
0172-84-2787

健生訪問看護ステーション
た ま ち
0172-36-8833

訪問看護ステーション
たまち・ふじしろ支所
0172-36-5581

健生訪問看護ステーション
たまち・ちとせ支所
0172-53-6587

健生ヘルパーセンター
か け は し
0172-39-7339

宿泊型自立訓練事業所
ガーベラタウン
0172-32-8004

地域生活支援センター
ぴ あ す
0172-31-2731

弘前市第一地域
包括支援センター
0172-31-1203

院 所案内は
５−４面です

（0172）32－1171
（0173）35－2542
（0172）35－7611
（0172）62－8811
（0172）31－2731

健生介護
　　　センター

訪問看護
ステーション

地域活動
支援センター

健生訪問看護
ステーション

健生訪問看護
ステーション

精神障害者
福祉ホームＢ型

健生訪問看護
ステーション

健生ヘルパー
ステーション

弘　　　前
第 一 地 域

訪問看護
ステーション

健生ヘルパー
センター

通所リハビリすこやか
居宅介護支援事業

健　生　病　院
健生五所川原診療所

虹　
なみおか
ぴ あす

藤代健生病院
健生黒石診療所

たまち
ちとせ
ガーベラタウン

　健生クリニック
健生平賀診療所

たまち石川支所
あじさい
包括支援センター

津　軽　医　院

ふじしろ
かけはし

健生弘前ホームあじさい

（0172）36－5181
（0172）53－3015
（0172）36－8833
（0172）53－6587
（0172）32－8004

（0172）33－2021
（0172）44－1301
（0172）92－2220
（017２）3１－１０５０
（0172）3１－１２０３

（0172）62－3101
（0172）38－3295
（0172）36－5581
（0172）39－7339
（0172）31－1855 生
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本
部
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健 生 病 院
クリニックホームページ
http://www.kensei-hp.jp
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　政府は、新しい認知症対策の中に盛
り込むことを提案していた予防に関す
る数値目標「70歳代の認知症患者の
割合を１割減らす」を、当事者や家族
の反発を受けて取り下げ、参考値に格
下げすることにしました。公益社団法
人「認知症の人と家族の会」の鈴木森
夫代表理事は数値目標の公表につい
て、「認知症は予防できるという誤解
を生みかねない。発症した人が責任を
感じてしまうのではないか」と懸念を
示していました(日本経済新聞2019
年６月４日)。
　2016年２月11日発行のニューイ
ングランド医学雑誌の論文に、認知症
の30年間の発症率の推移に関する論
文が掲載されました。循環器疾患の疫
学で有名なフラミンガム研究の調査
データに基づくものです。それによる
と、60歳以上の高齢者が５年間に認
知症を発症する率は年々低下してい
て、1970年後半から1980年前半は
3.6%、1980年後半から1990年前
半は2.8%、1990年後半から2000
年前半では2.2%、2000年後半から
2000年前半では2.0%と、過去30
年間で40%以上低下していました。
その要因の一つとして、学歴が高い人
(具体的には高校卒業以上)が増加し
ていることがあげられていました。高
齢者人口の急激な増加に伴って認知症
患者の絶対数は増えていますが、年齢

ごとの発症率は、先進国ではむしろ減
少に転じているという報告は他の論文
でもなされています。
　2017年７月20日発行のイギリス
の医学雑誌ランセットに発表されたア
ルツハイマー型認知症の予防、治療、
ケアに関する62ページにわたる総説
によると、認知症発症に関与する因子
として高血圧、肥満、喫煙、運動不
足、糖尿病という生活習慣病関連の項
目があげられていて、これらを全て改
善すると12.7%発症を減らせる可能
性があると述べています。先進国で認
知症の発症率が減少傾向に転じている
のも、教育の充実だけではなくて、生
活習慣病関連の中で、特に、高血圧治
療が進み、喫煙率が低下したことが関
係あるのかもしれません。生活習慣病
対策を行うことによって、認知症予防
が可能かどうかについては、まだ確実
な証拠はでていませんが、十分可能性
はあると思います。
　医療福祉生協連では、組合員が目指
す健康習慣として８つの「生活習慣」
と２つの「健康指標」を定めて、健康
習慣の具体的実践として禁煙や運動な
どを一定期間実践する「健康チャレン
ジ」に取り組んでいます。組合員の皆
さまも、脳卒中や心臓病の予防だけで
なく、認知症予防のメリットもあると
考えて、参加してみてはいかがでしょ
うか。

理事長 安 田 　 肇

�

認 知 症 予 防 は 可 能 か？

8
月
定
例
理
事
会

【
報
告
事
項
】

⃝

7
月
度
の
月
次
仮
決
算
報
告 

⃝

7
月
度
の
組
合
員
活
動
報
告

【
審
議
事
項
】

　
〔
議
決
事
項
〕　

⃝

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
・
臨
時
職
員
の
就
業
規
則
の
運
用
の
変
更

⃝

超
音
波
診
断
装
置
（
腹
部
エ
コ
ー
）
取
得
に
関
す
る
件

⃝

津
軽
保
健
生
協
会
館
敷
地
内
へ
の
看
板
設
置
・
照
明
等

⃝

組
合
員
利
用
料
の
変
更
（
緊
急
避
妊
薬
）

⃝

組
合
員
利
用
料
の
新
設
（
検
査
料
）

⃝

文
書
料
の
新
設

（9／2）

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

10／３（木）　下町支部　支部レク●秋田方面
10／３（木）　和徳支部　サロンつくし（認知症予防の学習）
� ●生協会館１Ｆ
10／13（日）　文京支部　健康まつり　●城南会館
10／14（月）　深浦岩崎支部　支部レク　●ハタハタ館
10／14（月）　三大支部　健康まつり　●三大小クラブハウス
10／19（土）　河西支部　健康まつり　
� ●藤代健生病院第１デイケア棟
10／22（火）　五中支部　支部レク　●深浦町方面
10／24（木）　和徳支部　サロンつくし（うた・体操など）
� ●生協会館１Ｆ
10／25（金）　文京支部　健康チェック●コープ西弘前店
10／26（土）　深浦岩崎支部　チャンチャン
� ＆深浦牛まつり　健康チェック●夕陽公園
10／26（土）　五中支部　健康まつり（ウォーキング教室）
� ●健生病院会議室
10／27（日）　木造新田支部　支部レク●酸ヶ湯温泉

各 支 部 予 定

10
月
の
主
な
行
事
予
定

10
／
10
　
青
森
県
高
齢
者
大
会

10
／
22
　
各
院
所
・
休
診

－

即
位
礼
正
殿
の
儀
　
の
た
め

健
生
病
院
●
ニ
コ
ニ
コ
デ
ー

　
健
生
病
院
で
は
毎
月
25
日

を
ニ
コ
ニ
コ
デ
ー
と
称
し
、

医
療
生
協
に
つ
い
て
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
院
内
放

送
で
の
呼
び
か
け
や
、
職
員

に
よ
る
病
棟
訪
問
、
そ
し
て

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
は
組
合
員

が
特
設
ブ
ー
ス
を
設
置
し
て

組
合
加
入
や
増
資
の
声
が
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
職
員
に
よ
る
病
棟
訪
問
の

際
は
、
組
合
員
で
な
い
方
の

病
室
に
お
伺
い
し
、
医
療
生

協
や
出
資
金
の
こ
と
、
組
合

加
入
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
て
い
ま
す
。
声

が
け
の
結
果
、
そ
の
場
で
組

合
に
加
入
し
て
く
れ
る
方

や
、
ニ
コ
ニ
コ
デ
ー
で
の
声

が
け
を
き
っ
か
け
に
、
後
日

組
合
加
入
や
増
資
を
し
て
く

れ
る
方
が
い
ま
す
。

　

９
月
の
ニ
コ
ニ
コ
デ
ー

は
、
秋
の
強
化
月
間
の
「
ス

タ
ー
ト
デ
ー
」
で
し
た
。
秋

の
生
協
強
化
月
間
を
盛
り
上

げ
る
た
め
に
さ
ら
に
力
を
入

れ
て
ア
ピ
ー
ル
を
行
っ
て
い

ま
す
。
毎
月
院
内
放
送
を
行

い
、
院
長
、
総
看
護
長
、
事

務
局
長
を
含
め
た
職
員
と
組

合
員
が
病
棟
や
外
来
で
、
組

合
加
入
・
増
資
の
声
が
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。

和
徳
支
部
●
ニ
コ
ニ
コ
デ
ー

　

和
徳
支
部
で
ニ
コ
ニ
コ

デ
ー
を
始
め
た
の
は
、
10
年

ほ
ど
前
の
津
軽
保
健
生
協
強

化
月
間
の
経
験
か
ら
で
す
。

〝
１
日
病
院
長
〟、〝
１
日
婦

長
〟
な
ど
の
名
前
入
り
の

襷た
す
きを

掛
け
て
健
生
病
院
を

回
っ
て
歩
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
病
院
に
来
て
い

る
組
合
員
、
お
見
舞
い
に
来

て
い
る
方
々
に
、
支
部
の
組

合
員
数
名
で
組
合
員
加
入
や

出
資
金
の
お
願
い
を
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　
私
た
ち
が
思
っ
て
い
た
よ

り
も
増
資
が
多
く
集
ま
り
、

年
１
回
で
終
わ
る
の
は
も
っ

た
い
な
い
気
が
し
て
、
翌
日

の
支
部
運
営
会
議
で
「
毎
月

の
行
事
と
し
て
取
り
組
ん
だ

ら
ど
う
か
」
と
提
案
し
ま
し

た
。
運
営
委
員
の
協
力
も
あ

り
、
そ
の
後
毎
月
25
日
に
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
25

日
の
語
呂
合
わ
せ
で
「
ニ
コ

ニ
コ
デ
ー
」
と
命
名
し
ま
し

た
。
そ
れ
以
来
、
休
む
こ
と

な
く
毎
月
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
力
を

借
り
て
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

（
副
支
部
長
・
髙
屋
洋
子
）

五
中
支
部
●
ワ
ッ
ハ
デ
ー

　
毎
月
第
１
火
曜
日
（
１
月

は
第
２
）
午
前
10
時
か
ら
11

時
30
分
ま
で
、
健
生
病
院
１

階
ホ
ー
ル
で
「
生
協
に
加
入

し
ま
せ
ん
か
」、「
増
資
の
受

付
を
し
て
い
ま
す
」
と
呼
び

掛
け
て
い
ま
す
。

　
「
ワ
ッ
ハ
デ
ー
」
の
名
前

は
、
支
部
会
議
の
な
か
で
組

合
活
動
が
ワ
ッ
ハ
ッ
ハ
と
笑

え
る
楽
し
い
活
動
で
あ
り
た

い
と
い
う
意
見
か
ら
決
ま
り

ま
し
た
。

　

１
階
ホ
ー
ル
の
光
の
柱

（
津
軽
こ
ぎ
ん
の
模
様
あ
り
）

の
前
に
テ
ー
ブ
ル
を
出
し

て
、
病
院
に
通
う
人
、
お
見

舞
い
の
人
な
ど
、
院
内
を
訪

れ
る
人
に
声
を
掛
け
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

�

（
理
事
・
平
山
忠
衛
）

ニ
コ
ニ
コ
デ
ー 

ワ
ッ
ハ
デ
ー
の
取
り
組
み

ご加入のメリットなどを説明
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北
陸 

福
井
県
を
ご
紹
介

医
師
紹
介
コ
ー
ナ
ー

Vol.
95

健生病院
徳竹晴香 医師

　
初
め
ま
し
て
。
健
生
病
院

で
小
児
科
医
を
目
指
し
て
後

期
研
修
（
３
年
目
）
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
生

ま
れ
も
育
ち
も
福
井
県
で
、

大
学
・
初
期
研
修
も
福
井
で

過
ご
し
ま
し
た
。
一
度
も
県

外
に
住
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
か
ら

縁
あ
っ
て
弘
前
市
で
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
。
り
ん
ご

が
大
好
き
な
の
で
秋
が
楽
し

み
で
す
。

　
福
井
は
き
っ
と
青
森
の
皆

さ
ん
に
は
な
じ
み
が
薄
く
、

今
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も
訪
れ

る
こ
と
が
な
い
県
だ
と
思
う

の
で
、
今
回
は
福
井
県
に
つ

い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
福
井
県
は
本
州
の
中
部
に

位
置
し
、
日
本
海
に
面
し
た

北
陸
３
県
の
う
ち
の
１
つ
で

す
。
食
べ
物
で
は
越
前
ガ
ニ

を
代
表
と
し
た
海
産
物
や
、

Ｂ
級
グ
ル
メ
の
ソ
ー
ス
カ
ツ

丼
が
名
物
で
す
。
恐
竜
の
化

石
が
産
出
さ
れ
る
の
も
有
名

で
、
こ
れ
ま
で
に
５
種
新
種

の
恐
竜
が
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。
福
井
県
立
恐
竜
博
物
館

は
、
カ
ナ
ダ
の
ロ
イ
ヤ
ル
・

テ
ィ
レ
ル
古
生
物
学
博
物

館
・
中
国
の
自
貢
恐
竜
博
物

館
と
並
び
、
世
界
三
大
恐
竜

博
物
館
の
１
つ
と
称
さ
れ
ま

す
。
海
水
浴
場
も
多
く
、
中

で
も
水
晶
浜
は
、
北
陸
の
ハ

ワ
イ
と
い
う
異
名
が
あ
り
、

日
本
の
水
泳
場
55
選
に
も
選

ば
れ
た
美
し
い
ビ
ー
チ
で
す
。

　
ま
た
、
実
は
、
日
本
総
合

研
究
所
が
発
表
し
て
い
る�

「
全
47
都
道
府
県
幸
福
度
ラ

ン
キ
ン
グ
」
で
２
０
１
４
年
、

２
０
１
６
年
、
２
０
１
８
年

と
３
回
１
位
を
獲
得
し
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
住
み
や
す

さ
が
売
り
、
そ
の
理
由
は
働

く
女
性
の
割
合
１
位
、
正
規

雇
用
者
比
率
７
位
な
ど
働
き

や
す
い
こ
と
、
待
機
児
童
率

が
日
本
一
少
な
い
こ
と
、
社

会
教
育
費
３
位
、
小
中
学
生

の
学
力
テ
ス
ト
毎
回
上
位

と
、
教
育
が
充
実
し
て
い
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
青
森
か
ら
は
東
北
新
幹
線

と
北
陸
新
幹
線
を
乗
り
継
い

で
約
７
時
間
か
か
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
わ
ざ
わ
ざ
福
井

県
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い

と
言
え
る
ほ
ど
の
魅
力
（
例

え
ば
青
森
の
ね
ぷ
た
・
ね
ぶ

た
祭
の
よ
う
な
）
は
正
直
な

い
で
す
が
、
も
し
北
陸
に
行

く
こ
と
が
あ
れ
ば
つ
い
で
に

福
井
に
も
足
を
延
ば
し
て
も

ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す
。

い
き
い
き

診
療
所�

津

軽

医

院 季
節
ご
と
に
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

利
用
者
、
入
居
者
と
と
も
に

�

楽
し
ん
だ
夏
祭
り

　
毎
年
、
津
軽
医
院
デ
イ
ケ

ア
と
介
護
老
人
保
護
施
設
で

は
年
間
行
事
を
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
係
が
案
を
出
し
て
、

様
々
な
企
画
を
し
て
い
ま

す
。
お
花
見
で
は
近
所
の
桜

並
木
を
散
歩
、
端
午
の
節
句

で
は
入
居
者
様
の
頭
に
手
作

り
兜
を
か
ぶ
せ
写
真
撮
影
、

七
夕
は
中
学
生
の
職
場
体
験

を
含
め
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演

奏
（
中
学
生
も
参
加
）・
中

学
生
嚥
下
食
試
食
体
験
、
敬

老
会
で
は
デ
イ
ケ
ア
と
老
健

合
同
で
三
味
線
演
奏
・
踊
り

を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
秋
に
は

近
所
の
紅
葉
狩
り
、
ク
リ
ス

マ
ス
、
節
分
（
毎
年
新
人
が

豆
と
称
し
た
ボ
ー
ル
を
投
げ

つ
け
ら
れ
る
）、
ひ
な
祭
り

（
入
居
者
様
が
お
内
裏
様
・

お
雛
様
に
変
装
）
な
ど
、
入

居
者
様
が
楽
し
め
る
よ
う
試

行
錯
誤
を
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
毎
回
笑
顔
の

写
真
を
撮
っ
て
各
部
屋
に
写

真
を
貼
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
８
月
28
日
夏
ま
つ
り

で
は
石
森
院
長
、

兵
藤
事
務
長
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
入

居
者
様
・
ご
家
族

を
含
め
、
計
34
人

で
く
じ
引
き
・
デ

ザ
ー
ト
バ
イ
キ
ン

グ
を
行
い
ま
し

た
。
な
か
に
は
く

じ
引
き
を
当
て
、

泣
い
て
喜
ぶ
利
用

者
の
姿
も
あ
り
ま

し
た
。
老
健
内
の

装
飾
に
も
力
を
入

れ
て
お
り
、
一
層

夏
祭
り
感
満
載
の
行
事
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
最
後

は
山
口
管
理
看
護
長
の
あ
い

さ
つ
で
明
る
く
締
め
く
く
り

ま
し
た
。
今
年
度
も
早
い
も

　
医
療
福
祉
生
協
連
の
健
康

づ
く
り
の
取
り
組
み
の
一
つ

と
し
て
、「
ま
ち
か
ど
健
康

チ
ェ
ッ
ク
」
が
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
津
軽
保
健
生
活
協
同
組
合

の
「
ま
ち
か
ど
健
康
チ
ェ
ッ

ク
」
は
今
年
度
で
17
年
目
を

迎
え
、
職
員
と
組
合
員
の
協

同
の
営
み
、
医
療
福
祉
生
協

の
人
づ
く
り
の
場
と
し
て
毎

年
７
月
～
８
月
に
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
今
年
は
弘
前
市
の
保
健
師

や
健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー

と
一
緒
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク

を
行
う
支
部
も
あ
り
、
血
圧

や
体
脂
肪
・
握
力
測
定
な
ど

の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
他
に
年

に
一
度
の
健
診
の
呼
び
か
け

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
新
し

い
場
所
で
の
開
催
も
見
ら

れ
、
30
支
部
34
ヵ
所
で
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
型
店
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク

　
さ
ら
に
、
い
と
く
浪
岡
店
、

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
弘
前
店

か
ら
も
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
依

頼
が
あ
り
、
中
三
弘
前
店
で

の
毎
月
第
２
金
曜
日
に
加
え
、

い
と
く
浪
岡
店
で
は
毎
月
第

３
水
曜
日
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

ド
ー
弘
前
店
で
は
毎
月
第
４

金
曜
日
に
各
支
部
の
ご
協
力

に
よ
っ
て
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
中
に
は
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

楽
し
み
に
来
ら
れ
る
方
、
お

話
し
す
る
の
を
楽
し
み
に
来

ら
れ
る
方
も
お
り
、
励
ま
し

の
お
言
葉
を
い
た
だ
く
こ
と

も
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
少
し
ず
つ
で
す
が
津
軽
保

健
生
活
協
同
組
合
が
地
域
に

浸
透
し
、
地
域
の
健
康
づ
く

り
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後

も
こ
の
よ
う
な
活
動
を
継
続

さ
せ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

地
域
の
健
康
づ
く
り
を
す
す

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

�

（
組
織
部
・
工
藤
千
絵
）

の
で
あ
と
半
年
。
一
層
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
ス
タ
ッ

フ
全
員
で
頑
張
り
ま
す
。

（
介
護
老
人
保
健
施
設　

�

看
護
師
・
小
関
逸
子
）

地
域
に
広
が
る
健
康
づ
く
り
の
〝
わ
〟

デザートバイキング召し上がれ

定着したデパートなどでの健康チェック

石森院長のあいさつ

各支部でまちかど健康チェック

17
年
目
を
迎
え
た
健
康
チ
ェ
ッ
ク
34
ヵ
所

津軽保健生協からお知らせ
◎消費税率の変更について
　2019年10月１日から、消費税率が現行の８％から10％に引き上げられ
る予定です。引き上げられた場合には、ワクチン接種や文書作成料などの保
険適用外の料金について、かかる消費税率が10％になりますので、ご了承く
ださい。

◎プレミアム商品券について
　消費税率の変更に伴い、各自治体でプレミアム商品券が発行されることに
なります。今回、厚生労働省の通達により、プレミアム商品券を医療・介護
の自己負担分の窓口での支払いにあてることが可能になりました。10月１日
以降、各自治体が発行するプレミアム商品券は、その自治体に所在している
津軽保健生協の運営する各事業所の窓口での支払いにあてることができます。
なお、所在地と異なる自治体が発行する商品券は使用できません。また、窓
口での支払いに限定させていただきます。詳細につきましては各事業所の受
付・窓口などでご相談ください。

◎組合員利用料などの変更・新設について
１　緊急避妊薬（保険適用外）
　　「レボノルゲストレル錠」� 組合員　　　6,600円（税別）
� 組合員以外　8,000円（税別）
２　伝染性紅班（りんご病）検査料（保険適用外）
　　「ヒトバルボウイルスＢ19ＩgＧ抗体検査」� 組合員　　　5,000円（税別）
� 組合員以外　6,000円（税別）
３　文書料
　　大鰐町「一般不妊治療・検査受診等証明書」　一律　1,000円（税別）
　　※大鰐町のみで助成している制度に使用する書類の作成料です。
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中
泊
ま
つ
り
に
タ
イ
ア
ッ
プ

ま
ち
か
ど
健
康
チ
ェ
ッ
ク

8
／
11

中
里
支
部

県
外
の
方
々
と
交
流

ま
ち
か
ど
健
康
チ
ェ
ッ
ク

8
／
18

歓迎される地域との交流

　
８
月
11
日
午
後
１
時
30
分

か
ら
、「
中
泊
ま
つ
り
」
中

里
地
区
会
場
の
パ
ル
ナ
ス
に

て
、
支
部
運
営
委
員
３
名
と

職
員
３
名
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク

を
行
な
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
さ
ん
さ
ん
と
太
陽

が
昇
り
、
山
の
日
日
和
と

い
っ
た
天
候
で
し
た
。
中
泊

ま
つ
り
の
舞
台
は
中
里
町
役

場
前
の
外
に
会
場
が
あ
り
、

出
番
の
終
わ
っ
た
方
が
涼
み

に
パ
ル
ナ
ス
へ
寄
っ
て
い
く

と
い
う
状
況
で
し
た
。

　

子
ど
も
園
の
発
表
が
終

わ
っ
た
親
子
連
れ
の
方
や
、

去
年
も
受
け
に
来
た
と
い
う

若
い
世
代
、
孫
の
遊
戯
を
見

に
来
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
な

ど
、
興
味
を
持
っ
て
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
て
も
ら
い

ま
し
た
。
若
い
世
代
は
体
脂

肪
率
に
関
心
が
あ
り
、
来
年

は
数
値
を
改
善
し
て
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
下
さ

い
と
の
話
に
な
り
ま
し
た
。

「
年
１
回
の
健
診
は
、
体
調

を
知
る
良
い
機
会
に
な
り
ま

す
の
で
、
忘
れ
ず
に
受
け
て

下
さ
い
」
と
み
な
さ
ん
に
お

伝
え
し
て
い
ま

す
。

　
例
年
よ
り
多

く
の
人
に
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
受

け
も
ら
い
、
総

勢
40
名
と
な
り

ま
し
た
。
ま
つ

り
の
実
行
委
員

会
の
方
か
ら

は
、「
来
年
も

よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
」
と

声
が
掛
け
ら
れ

ま
し
た
。

（
組
織
部

�
・
繁
田　
勇
）

　
台
風
一
過
の
８
月
17
日
、

（
株
）
フ
ァ
ル
マ
２
階
会
議

室
で
恒
例
の
支
部
納
涼
祭
が

開
か
れ
、
21
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
第
１
部
で
は
、
髙
松
利
昌

支
部
長
を
講
師
に
「
鬼
に
は

な
ぜ
角
が
あ
る
の
？　
鬼
は

何
故
シ
マ
シ
マ
パ
ン
ツ
を
は

い
て
る
の
？
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
弘
前
の
歴
史
を
訪
ね

な
が
ら
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。
次
に
、「
健
康

づ
く
り
は
食
事
か

ら
」
を
テ
ー
マ
に
、

一
戸
理
事
が
「
プ
リ

ン
体
の
多
い
食
品
は

ど
れ
？
」
な
ど
の
ク

イ
ズ
を
出
し
な
が
ら

講
演
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
全

員
で
輪
に
な
っ
て
、

齋
藤
事
務
局
長
の
手

ほ
ど
き
で
「
黒
石
よ

さ
れ
」
と
「
東
京
音

頭
」
を
踊
り
、
心
地

　
８
月
18
日
、
目
屋
支
部
の

ま
ち
か
ど
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

開
催
し
ま
し

た
。
場
所
は
今

年
４
月
に
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
た
道
の

駅
津
軽
白
神

「
ビ
ー
チ
に
し

め
や
」、
会
場

も
新
し
く
な

り
、
天
気
も
快

晴
。
清
々
し
い

気
分
で
健
康
チ

ェ
ッ
ク
が
始
ま

　組合員との結びつきを深める訪問活
動を始めました。
　浪岡支部では、新たに地域訪問活動
も始めました。組合員が一番多い地域
で、班活動が行われていない津軽医院
周辺から開始。「わざわざ来てくれて
ありがとう」と、訪問先から差し入れ
もあるなど、どこでも歓迎してくれま
した。
　第１回目は７月30日、２組に分か
れて５人が参加。37軒訪問して約20
人と対話できました。「石森先生に診
てもらっている」と感謝されたり、
「検診はどの病院がいいか」などの相
談を受けたりしました。中には「亡く
なった組合員さんがいて、息子さんに
組合員になってもらった」という家も
ありました。「18時までの診療受付時
間にギリギリ間に合わない」というお

声を聞いて、10月から受付時間を18
時半までに変更しました。
　浪岡担当の三上組織部員は「歓迎ぶ
りは弘前での経験以上だ。津軽保健や
津軽医院の名前をだすと、相手も安心
してどんどん話してくれる」と感想を
述べています。
　第２回目は８月27日 18時から行
いました。スナックを訪問した際、お
客さんとも対話するなど、楽しい訪問
です。
　第３回目は９月24日 18時から茶
屋町方面を訪問する予定です。10分
前に津軽医院に集合し、打ち合わせを
して行動します。津軽医院周辺の組合
員層を厚くするために続けて行きたい
と考えています。
� （浪岡支部・堀　幸光）

り
ま
し
た
。

　
当
日
は
気
温
が
30
度
近
く

目
屋
支
部

恒
例
の
「
納
涼
祭
」
開
か
れ
る

　
　

8
／
17

和
徳
支
部

みんなで盆踊り

パルナスで涼しく健康チェック

県外客の多かったビーチにしめや

美
味
し
い
食
事
と
平
和
を
望
む
日

て
ん
と
う
虫
班
レ
ク

9
／
2

　
町
内
の
運
動
会
の
次
の
日

と
い
う
こ
と
で
６
人
だ
け
の

参
加
に
な
り
ま
し
た
が
、
黒

石
の
「
花
禅
の
庄
」
の
計
ら

い
で
特
別
価
格
の
ラ
ン
チ
を

い
た
だ
き
に
、
弘
前
駅
東
口

か
ら
の
送
迎
バ
ス
で
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
話
題
は
夏
ら
し
く
丸
山
応

挙
の
幽
霊
画
か
ら
、
私
た
ち

の
身
近
な
友
人
の

話
題
へ
。
敗
戦
間

近
の
沖
縄
戦
で
父

親
を
亡
く
し
た
２

人
の
方
の
悔
し
い

人
生
の
話
に
発
展

し
ま
し
た
。
日
本

が
始
め
た
戦
争
だ

か
ら
と
い
う
理
屈

は
庶
民
の
自
分
た

ち
に
は
関
係
な
い

と
怒
る
友
人
た

ち
。
遺
骨
は
勿
論

な
い
。
そ
し
て
向

田
邦
子
原
話
の

「
字
の
な
い
は
が

き
」
の
絵
本
の
紹

介
へ
と
続
き
ま
し

た
。

　
話
題
は
変
わ
り
認
知
症
症

状
の
質
問
か
ら
、
身
近
な
方

の
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
医
療
福
祉
生
協
の
神
髄
に

迫
る
日
本
独
特
の
班
活
動
と

し
て
、
地
域
で
の
相
談
相

手
、
平
和
を
願
う
交
流
を
し

た
一
日
で
し
た
。

�（
下
町
支
部
長
・
蟻
塚
裕
子
）

下
町
支
部

素敵なお膳が出されました

浪岡支部の訪問行動

好
い
笑
顔
に
。

　
第
２
部
は
一
戸
潤
壱
理
事

の
音
頭
で
乾
杯
し
、
津
軽
保

健
生
協
の
20
周
年
を
期
し
て

１
９
７
３
年
に
制
作
さ
れ
た

「
津
軽
に
生
き
る
」
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
見
な
が
ら
、
喉
を
潤

し
、
暑
気
払
い
を
し
ま
し
た
。

ま
で
達
し
、
ま
た
、
夏
の
風

物
詩
で
も
あ
る
高
校
野
球
で

は
、
八
戸
学
院
光
星
高
校
が

ベ
ス
ト
４
を
か
け
た
試
合
も

朝
か
ら
行
っ
て
い
て
、
測
定

し
て
く
れ
る
方
が
来
る
の
か

心
配
で
し
た
。
し
か
し
、
盆

休
み
の
最
終
日
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
来
客
者
で
賑
わ

い
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば
18
名

を
測
定
し
ま
し
た
。
県
外
出

身
の
方
が
多
く
、
色
ん
な
つ

な
が
り
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
地
元
の
測
定
者
が
少
な

く
、
地
域
の
方
々
へ
の
Ｐ
Ｒ

の
仕
方
な
ど
が
今
後
の
課
題

に
な
り
ま
し
た
。

�

（
理
事
・
成
田
優
一
）

一戸理事から「食と健康」の講話
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健 生 病 院
0172-55-7717

藤代健生病院
0172-36-5181

健生クリニック
0172-55-7707

津 軽 医 院
0172-62-3101

健生五所川原診療所
0173-35-2542

健生黒石診療所
0172-53-3015
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0172-33-7515
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0172-35-8933
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４ヵ月健診のあかちゃんたちです

檜山観香子さん・燕
な る せ

世ちゃん
大きく元気に育て！

石井恵美子さん・柊
しゅう か

楓ちゃん
健康で大きくなってね

外川　麻衣さん・陽
は る ひ

一ちゃん
元気にすくすく育ってね！

山田　紗綾さん・蒼
あ お と

士ちゃん
すくすく元気に育ってね

荒川可奈子さん・楓
かえで

ちゃん
これからもニコニコ

元気いっぱいでいてね！

中嶋　淳美さん・海
か る な

月ちゃん
いつも助けてくれて
ありがとう♡

すくすく
エンジェル
すくすく
エンジェル

伊藤　史菜さん・笑
に こ

心ちゃん
元気に育ってね♡

遠藤　夏子さん・采
こ と か

叶ちゃん
笑顔で元気に育ってね。

櫻田　陽子さん・倫
り ん た ろ う

太朗ちゃん
生まれてきてくれて

ありがとう

佐藤　綾乃さん・叶
と あ

歩ちゃん
元気にたくさん遊ぼうネ！！

佐藤　華恵さん・紬
つむぎ

ちゃん
健康に育ってね！

木村　美貴さん・優
ゆ う し

仁ちゃん
心優しい男の子になってネ！

工藤　真美さん・雄
ゆうし ん

真ちゃん
元気に大きくな～れ蓋

對馬　智美さん・美
み ゆ う

結ちゃん
元気いっぱいの子になってね。

関根有希乃さん・颯
そ ら

良ちゃん
元気に大きくなってネ疫

木村　瑞穂さん・奏
そ う た

太ちゃん
すくすく元気に育ってね！

小野ゆかりさん・紗
さ や か

樺ちゃん
元気に大っきくなろうね♥

　８月24日、弘前市主催の「津軽地域医療フォーラム」が、弘前大学
で開催されました。第１部は、2022年の運営開始を目指す “新中核病
院のことを知る” で地域医療構想と新病院の概要が示されました。第２
部は “救急医療のことを考える” で、弘前消防本部からの報告。その
後、パネルディスカッションがあり、“救急医療を考える討議” が行わ

れました。出席した健生病院の伊藤真弘院長から最初に、「健生ERの現
状」が報告されました。受け入れ件数などが紹介され、人手不足のなか
奮闘している取り組み、できる限り救急車を断らない健生ERの姿勢な
ど、改めて津軽地域の救急医療に占める健生ERの重要性が浮き彫りに
なりました。その際の資料の一部を掲載します。

◦平日日中　◦常勤医師　　　　約４名
　　　　　　◦１年目研修医　１～２名
◦休日・夜間（救急指定日）
　　　　　　◦常勤医師　　　　約３名
　　　　　　◦１年目研修医　０～１名
◦休日・夜間（非救急指定日）
　　　　　　◦常勤医師　　　　約２名
　　　　　　◦１年目研修医　０～１名

津軽地域医療フォーラムで「健生ＥＲの現状」伊藤真弘院長が報告

1,100

1,400

1,700

2,000

2,300

2016/10～2017/9 2017/8～2018/7 2018/8～2019/7

1,966

2,336

2,112

（件）

（件） 100
110
120
130
140
150
160
170
180
190
200
210
220
230

2016/10 12 2 4 6 8 10 12 2 4 6 8 10 12 2 4 6

221

174

224

167

179

197

216

209

191

183

170

205

216

169

187

173
171

194

187

169

147

188

139

172
169

162

172

150

173

155

161

187

155

171

新病院
に移行

2017 2018 2019

4%
ウオークインウオークイン

25%

意識障害 心肺停止

ウオークイン
95%

発熱

救急車
96%

救急車
75%

救急車
5%

ウオークイン
65%

救急車
35%

呼吸困難

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

2016/10～2017/9 2017/8～2018/7 2018/8～2019/7
（人）

20,456

18,480
19,640

（人）
（歳）

3,000

6,000

9,000

12,000

0-15 16-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 80-89 90-99それ以上

平成30年搬送先医療機関別搬送状況
医療機関 輪番時間帯 輪番以外 小計 転院搬送 合計

弘前大学医学部附属病院高度救急救命センター 412 142 554 506 1,060
国立病院機構弘前病院 1,324 307 1,631 176 1,807
弘前市立病院 725 206 931 55 986
健生病院 1,385 591 1,976 251 2,227

弘前小野病院 100 21 121 20 141
弘前大学医学部附属病院（病棟） 26 28 54 92 146

弘前脳卒中センター 290 188 478 136 614
弘愛会病院 70 124 194 7 201
弘前中央病院 60 30 90 30 120

弘前メディカルセンター 2 2 2 4
鳴海病院 21 8 29 10 39
黒石病院 748 358 1,106 65 1,171

ときわ会病院 133 96 229 8 237
板柳中央病院 164 71 235 9 244
大鰐町立病院 48 40 88 3 91
その他 276 294 570 183 753
小　計 5,782 2,506 8,288 1,553 9,841

弘前地区消防事務組合 資料から
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健生介護センター
虹

0172-35-7611

健生介護センター 虹
居宅介護支援事業所
0172-84-2787

健生訪問看護ステーション
た ま ち
0172-36-8833

訪問看護ステーション
たまち・ふじしろ支所
0172-36-5581

健生訪問看護ステーション
たまち・ちとせ支所
0172-53-6587

健生ヘルパーセンター
か け は し
0172-39-7339

宿泊型自立訓練事業所
ガーベラタウン
0172-32-8004

地域生活支援センター
ぴ あ す
0172-31-2731

弘前市第一地域
包括支援センター
0172-31-1203

院 所案内は
５−４面です
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ガ
ラ
ス
窓

◆�「
虹
の
投
書
箱
」に
寄
せ
ら
れ

た
ご
意
見
と
回
答
を
、
要
約

し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
◆

①
職
員
の
対
応

ご
意
見　

〇
〇
科
を
受
診
、

初
め
て
な
の
で
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
に
行
き
、
色
々
な
手

順
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
に
、

と
て
も
親
切
な
対
応
を
し
て

い
た
だ
き
、
大
変
助
か
り
ま

し
た
。
今
後
も
、
色
々
な
患

者
に
優
し
く
対
応
し
て
く
だ

さ
い
。

《
回
答
》お
ほ
め
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
気
軽
に
気

軽
に
お
声
が
け
い
た
だ
け
る

よ
う
な
環
境
づ
く
り
や
、
患

者
さ
ん
や
ご
家
族
の
立
場
に

立
っ
た
対
応
を
心
掛
け
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
少

し
で
も
不
安
や
心
配
事
が
解

消
さ
れ
、
安
心
し
て
治
療
を

受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

対
応
が
で
き
る
よ
う
、
一
層

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

ご
意
見　

手
術
室
担
当
の
看

護
師
〇
〇
さ
ん
に
感
謝
。
手

術
室
に
入
っ
て
か
ら
の
一
生

忘
れ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
優
し

さ
に
感
動
し
ま
し
た
。
再
手

術
と
あ
っ
て
不
安
だ
ら
け
で

い
る
私
に
、
麻
酔
が
効
き
始

め
た
こ
ろ
手
を
ギ
ュ
ッ
と
握

り
し
め
て
く
れ
、
私
も
握
り

か
え
し
た
ら
、
目
で
「
頑

張
っ
て
」
と
合
図
が
あ
り
、

私
も
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。
後
日
、

病
室
に
様
子
を
伺
い
に
来
た

と
き
は
、
目
が
涙
で
い
っ
ぱ

　
快
晴
の
９
月
６
日
。
む
し

ろ
９
月
と
し
て
は
暑
す
ぎ
る

く
ら
い
の
気
温
の
な
か
、
毎

年
恒
例
に
し
て
最
大
の
年
間

行
事
で
も
あ
る
藤
代
健
生
デ

イ
ケ
ア
文
化
祭
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
藤
代
健
生
病
院
デ
イ
ケ
ア

科
は
「
医
療
と
地
域
の
橋
渡

し
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
外
来

患
者
様
に
対
し
様
々
な
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
デ
イ
ケ
ア

の
日
々
の
活
動
を
様
々
な
方

に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

数
ヵ
月
前
か
ら
利
用
者
、
ス

タ
ッ
フ
が
協
力
し
て
準
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
甲
斐
も
あ
り
、
５
つ

の
福
祉
事
業
所
の
ほ
か
、
藤

代
健
生
作
業
療
法
科
や
ぴ
あ

す
、
労
組
女
性
部
の
方
々
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ

ぞ
れ
特
色
の
あ
る
出
店
を
出

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
手
工

芸
品
の
他
、
各
事
業
所
で

作
っ
て
い
る
菓
子
類
の
販
売

も
あ
り
、
多
く
の
お
客
さ
ん

で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
デ
イ
ケ
ア
で
は
利
用
者
と

一
緒
に
作
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
焼
き
鳥
丼
や
コ
ー
ヒ
ー
ゼ

リ
ー
パ
フ
ェ
、
梅
ジ
ュ
ー
ス

な
ど
を
販
売
し
、
と
て
も
好

評
を
得
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ホ
ー
ル
で
は
関
谷

院
長
に
よ
る
講
演
や
デ
イ
ケ

ア
利
用
者
の
体
験
発
表
に
参

加
者
が
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。
懐
か
し
の
駄
菓
子
「
う

ま
い
棒
」
を
使
っ
た
き
き
4

4

う

ま
い
棒
大
会
で
童
心
に
帰
っ

た
り
、
プ
ロ
顔
負
け
の
喉
を

持
つ
藤
代
の
歌
手
（
？
）
が

大
勢
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
カ
ラ

オ
ケ
大
会
に
熱
狂
し
た
り

と
、
ど
の
企
画
も
大
盛
り
上

が
り
で
し
た
。

　
今
年
も
大
成
功
を
収
め
た

文
化
祭
で
し
た
が
、
こ
の
経

験
を
糧か

て
に
利
用
者
、
ス
タ
ッ

フ
共
々
、
再
び
日
々
の
活
動

に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

　
参
加
、
協
力
し
て
い
た
だ

い
た
１
０
０
人
を
超
え
る
皆

様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
来
年
の
文
化

祭
も
今
年
に
負
け
な
い
文
化

祭
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
、
来
年
も
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

�（
デ
イ
ケ
ア
科
・
間
山　
拓
）

い
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

《
回
答
》
看
護
師
の
対
応
に

つ
い
て
お
礼
の
言
葉
を
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
れ
を
励
み
と
し
て

今
後
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

②
施
設
・
設
備
に
つ
い
て

ご
意
見　

院
内
に
郵
便
局
の

Ａ
Ｔ
Ｍ
が
あ
れ
ば
い
い
と
思

う
。

《
回
答
》
ご
不
便
を
お
掛
け

し
て
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

Ａ
Ｔ
Ｍ
は
銀
行
な
ど
に
設
置

を
要
望
し
ま
し
た
が
、
近
隣

に
す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
る

た
め
、
院
内
の
設
置
に
は
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
院
内
売

店
ロ
ー
ソ
ン
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
に
も
対
応
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ご
意
見　

以
前
入
院
し
た
と

き
は
、
健
生
の
食
事
は
お
い

し
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
は
残
念
で
し
た
。
特
に

朝
食
の
お
か
ず
は
表
面
が
乾

燥
し
て
い
て
食
べ
た
い
気
持

ち
に
な
り
ま
せ
ん
。
前
が
お

い
し
か
っ
た
だ
け
に
本
当
に

残
念
で
し
た
。

《
回
答
》
ご
指
摘
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
当
院
の
食

事
は
、
温
冷
配
膳
車
で
温
か

い
料
理
は
65
℃
に
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
料
理
の
乾
燥
を

医師を目指す高校生、受験生をご紹介ください

■医学生 特別奨学生 一般奨学生
入学金貸与 有り（1年時のみ） なし
奨学金貸与額 20万円/月 10万円/月

定員 各学年5名 制限なし

返還免除の条件 卒業時に返還義務が生じますが青森民医連加盟事業所に
勤務すると返還が免除されます

勤務期間 契約期間の1.5倍 契約期間の1.0倍

■高卒生 コース① コース②
貸与額 10万円/月 20万円/月

医学生・高卒生　奨学金制度

詳しくは青森県民主医療機関連合会　弘前事務所（医師医学生課）まで
☎0172-34-5455

防
ぐ
た
め
に
、
昼
食
と
夕
食

の
主
菜
に
は
蓋
を
し
て
お
り

ま
す
が
、
朝
食
に
限
っ
て
は

調
理
師
の
体
制
上
、
卵
料
理

と
脂
身
の
少
な
い
魚
料
理
の

み
蓋
を
し
て
お
り
ま
す
。
ご

意
見
を
参
考
に
、
今
後
全
て

の
温
か
い
料
理
に
蓋
を
す
る

よ
う
に
、
業
務
改
善
に
努
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
意
見　

リ
ハ
ビ
リ
室
の
ト

イ
レ
に
、
便
座
を
消
毒
す
る

ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
が
無
い
。

手
足
が
不
自
由
な
リ
ハ
ビ
リ

患
者
が
使
用
す
る
の
で
、
便

座
の
汚
れ
は
他
の
ト
イ
レ
よ

り
多
い
の
で
設
置
し
て
ほ
し

い
。

《
回
答
》
ご
不
便
を
お
掛
け

し
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
リ
ハ
室
ト
イ
レ
内
に
便

座
ク
リ
ー
ナ
ー
を
設
置
い
た

し
ま
す
。
気
持
ち
良
く
ト
イ

レ
を
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
心
掛
け
て
い
き
ま
す
。

［
８
月
受
付
分
か
ら
］

職
員
の
対
応
＝
２
件
。
施
設
・

設
備
＝
３
件
。
そ
の
他
＝
６

件
。
う
ち
要
望
・
苦
情
＝
８

件
。
合
計
＝
11
件
で
し
た
。

　
　

健　

生　

病　

院　

長

　
　

健
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
所
長

大
に
ぎ
わ
い
の

藤
代
デ
イ
ケ
ア
文
化
祭

書道作品など展示手作りの小物展示販売

タバコについての体験発表中

9
／
6



（0172）32－1171
（0173）35－2542
（0172）35－7611
（0172）62－8811
（0172）31－2731

健生介護
　　　センター

訪問看護
ステーション

地域活動
支援センター

健生訪問看護
ステーション

健生訪問看護
ステーション

精神障害者
福祉ホームＢ型

健生訪問看護
ステーション

健生ヘルパー
ステーション

弘　　　前
第 一 地 域

訪問看護
ステーション

健生ヘルパー
センター

通所リハビリすこやか
居宅介護支援事業

健　生　病　院
健生五所川原診療所

虹　
なみおか
ぴ あす

藤代健生病院
健生黒石診療所

たまち
ちとせ
ガーベラタウン

　健生クリニック
健生平賀診療所

たまち石川支所
あじさい
包括支援センター

津　軽　医　院

ふじしろ
かけはし

健生弘前ホームあじさい

（0172）36－5181
（0172）53－3015
（0172）36－8833
（0172）53－6587
（0172）32－8004

（0172）33－2021
（0172）44－1301
（0172）92－2220
（017２）3１－１０５０
（0172）3１－１２０３

（0172）62－3101
（0172）38－3295
（0172）36－5581
（0172）39－7339
（0172）31－1855 生

協
本
部

（0
17
2）3
3－
75
15

組
合
員
セ
ン
タ
ー

（0
17
2）3
5－
89
33

モ
バ
イ
ル
版

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

健 生 病 院
クリニックホームページ
http://www.kensei-hp.jp

健生介護センター
虹

0172-35-7611

健生介護センター 虹
居宅介護支援事業所
0172-84-2787

健生訪問看護ステーション
た ま ち
0172-36-8833

訪問看護ステーション
たまち・ふじしろ支所
0172-36-5581

健生訪問看護ステーション
たまち・ちとせ支所
0172-53-6587

健生ヘルパーセンター
か け は し
0172-39-7339

宿泊型自立訓練事業所
ガーベラタウン
0172-32-8004

地域生活支援センター
ぴ あ す
0172-31-2731

弘前市第一地域
包括支援センター
0172-31-1203

院 所案内は
５−４面です
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「
津
川
先
生
と
父
が
残
し
た
も
の
」
と
い
う

文
章
に
は
、
本
当
に
納
得
す
る
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。

戦
争
は
絶
対
す
る
な
よ
！

藤
崎
町　

髙
木
京
子

　

第
71
回
目
、
す
ご
い
な
～
と
思
い
ま

す
。
考
え
さ
せ
ら
れ
る
記
事
で
す
。
当

初
は
ど
ん
な
内
容
だ
っ
た
の
か
な
あ
と

…
。
No
１
か
ら
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
な
ど
で

待
ち
合
い
で
読
め
た
ら
良
い
な
と
思
い

ま
す
。

内
科
か
ら
の
紙
風
船

弘
前
市　

内
藤　

キ
ヌ　

　

９
月
か
ら
11
ヵ
月
に
な
る
こ
ど
も
を

こ
ど
も
園
に
預
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
泣
い
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
ど
も
が
成
長
し
て
い
く
チ
ャ
ン
ス
、

親
と
し
て
も
成
長
し
な
く
て
は
。

　

共
に
成
長
し
て
い
こ
う
ね

平
川
市　

お
や
さ
い

今
年
は
秋
が
な
い
！　

夏
の
ち
冬
、
ぬ
げ
ぇ
～
！　

十
五
夜
は
？

秋
は
ど
こ
に
行
っ
た
？

藤
崎
町　

工
藤　

清
勝

　

今
年
も
家
庭
菜
園
の
ス
イ
カ
が
沢
山

と
れ
ま
し
た
。
友
達
に
も
分
け
て
あ
げ

ま
し
た
。
メ
ロ
ン
は
イ
マ
イ
チ
で
し
た
。

来
年
は
お
い
し
い
メ
ロ
ン
が
収
穫
で
き

る
よ
う
に
が
ん
ば
る
ぞ
～
。

　

ス
イ
カ
が
沢
山
！

弘
前
市　

成
田
眞
理
子

　

リ
ン
ゴ
、
ブ
ド
ウ
、
桃
、
美
味
し
い
フ
ル
ー

ツ
い
っ
ぱ
い
で
す
ね
！　

野
菜
も
た
く
さ
ん
食

べ
て
残
暑
に
負
け
な
い
身
体
を
！　

あ
ち
こ
ち

の
道
の
駅
に
出
掛
け
る
の
が
楽
し
み
で
す
！

実
り
の
秋
で
す
ね

つ
が
る
市　

す
ー
ち
ゃ
ん

　

毎
号
楽
し
み
に
し
、
切
り
取
っ
て

フ
ァ
イ
ル
に
入
れ
て
お
り
ま
す
。
毎
日

の
料
理
に
困
り
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

楽
し
い
お
料
理

弘
前
市　

森
本　

留
美　

　

２
歳
の
息
子
と
０
歳
の
娘
が
い
ま
す
。
わ
が

ま
ま
を
言
っ
た
り
甘
え
た
り
し
た
い
息
子
も
妹

の
前
で
は
お
兄
ち
ゃ
ん
に
な
り
、「
の
ん
ち
ゃ
～

ん
」
と
色
々
話
し
か
け
て
い
ま
す
。
話
す
言
葉

も
だ
い
ぶ
増
え
、
会
話
が
楽
し
い
で
す
。
来
年

の
今
頃
は
も
っ
と
に
ぎ
や
か
に
な
っ
て
る
か
な
。

こ
ど
も
の
成
長平

川
市　

ト
マ
ト
ち
ゃ
ん

　

ら
く
ら
く
ホ
ン
か
ら
67
歳
に
し
て
ス
マ
ホ
に

替
え
て
四
苦
八
苦
。
ま
た
窓
口
に
行
っ
て
来
な

く
ち
ゃ
。
ボ
ケ
て
ら
れ
ま
せ
ん
！

ス
マ
ホ
と
格
闘
中弘

前
市　

伊
藤
や
つ
え

　

ピ
リ
ッ
と
ス
パ
イ
シ
ー
“
さ
ば
の
カ

レ
ー
炒
め
煮
”
作
っ
て
み
ま
し
た
。

め
ぃ
が
っ
た
ど
ー
！　

次
も
、
お
料
理

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

め
ぃ
が
っ
た
ど
ー
！

中
泊
町　

み
ん
ち
ゃ
ん　

　

河
川
敷
の
ア
カ
シ
ア
の
大
木
が
バ
ッ
サ
リ
切

ら
れ
た
ら
、
ま
わ
り
一
面
明
る
く
な
り
、
家
の

畑
か
ら
見
る
岩
木
川
と
ゴ
ル
フ
場
が
素
敵
な
景

観
と
な
り
、
思
わ
ず
見
と
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

河
川
敷
が
明
る
く
一
変

弘
前
市　

相
馬　

昭
子

　

ね
ぶ
た
祭
り
の
時
期
も
お
わ
っ
て
ま
だ
ま
だ

暑
く
て
、
ひ
ま
わ
り
が
咲
い
て
、
う
ち
わ
を

持
っ
て
ア
イ
ス
を
食
べ
て
ま
す
。
秋
彼
岸
も
も

う
す
ぐ
で
す
ね
！

い
ま
は
も
う
秋
？深

浦
町　

西
巻
恵
美
子

　

最
近
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
購
入
し
、
み
ん
な
で

か
わ
り
ば
ん
こ
跳
ね
て
い
ま
す
。
み
ん
な
や
せ

て
引
き
締
ま
る
か
な
～
。

家
族
で
運
動

黒
石
市　

ひ
ま
わ
り

　

人
生
初
の
４
ヵ
月
入
院
を
し
ま
し
た
。
若
さ

で
が
む
し
ゃ
ら
に
働
き
、
結
婚
48
年
…
も
う
そ

ん
な
お
年
頃
な
ん
だ
と
知
り
ま
し
た
。「
健
康
」

新
聞
を
読
み
、
で
き
る
こ
と
を
ゆ
っ
く
り
し
て

過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

長
期
の
入
院
を
し
て

黒
石
市　

竹
ヶ
原
や
す
し

　

朝
夕
め
っ
き
り
涼
し
く
な
り
ま
し
た
ね
。
こ

れ
か
ら
ま
た
冬
が
来
る
と
思
え
ば
う
ん
ざ
り
で

す
が
、
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

季
節
の
変
わ
り
目
に

平
川
市　

ヒ
ガ
ン
バ
ナ

　

Ｔ
Ｖ
を
見
て
い
た
ら
「
腹
筋
」
よ
り
も
「
逆

腹
筋
」
の
方
が
痩
せ
る
！　

更
年
期
の
私
で
も

３
段
か
ら
２
段
に
な
る
か
し
ら
？　

先
ず
は
実

行
、
実
行
。

や
せ
た
い
！　

「
逆
腹
筋
」

弘
前
市　

昔
か
ら
洋
ナ
シ

　

義
母
が
入
院
し
た
際
、
と
て
も
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
Ｅ
Ｒ
・
病
棟
の
医
師
、
看
護
師
の

方
々
の
親
切
な
対
応
に
、
患
者
ま
た
家
族
が
ど

れ
だ
け
救
わ
れ
た
か
知
れ
ま
せ
ん
。

親
切
な
対
応
に
感
謝

五
所
川
原
市　

工
藤　

薫

　

10
月
か
ら
消
費
税
が
上
が
る
の
で
家
計
が
大

変
で
す
。
節
約
し
よ
う
と
今
か
ら
や
っ
て
ま
す
。

消
費
税
の
増
税
！　

始
ま
る

青
森
市　

鎌
田
ト
キ
子

　
「
津
川
武
一
先
生
の
生
き
方
」（
な
ど
の
記
事
）

に
感
動
し
ま
し
た
。
次
、
病
院
に
行
っ
た
と
き

は
生
協
に
加
入
し
ま
す
。（
知
り
合
い
が

教
え
て
く
れ
ま
し
た
）。

９
月
号
の
記
事
を
読
ん
で

弘
前
市　

康
子

　

９
月
に
入
っ
て
も
毎
日
暑
い
日
、
熱
帯
夜
。

で
も
毎
日
り
ん
ご
畑
で
ガ
ン
バ
ッ
テ
ま
す
！　

少
し
冷
た
い
風
が
欲
し
い
で
す
。

り
ん
ご
畑
で
ガ
ン
バ
ッ
テ
ま
す

五
所
川
原
市　

斉
藤　

哲

　

思
い
出
し
ま
し
た
。
孫
が
２
歳
に
な
る
頃
、

血
液
の
病
気
だ
と
い
う
こ
と
で
、
病
院
を
回
っ

た
り
、
ネ
ッ
ト
で
あ
れ
こ
れ
検
索
し
た
り
し
た

こ
と
…
。
あ
の
時
の
こ
と
を
思
う
と
今
で
も
涙

が
出
て
き
ま
す
。
ど
の
子
も
健
や
か
に
育
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
医
療

の
充
実
は
欠
か
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。

「
医
心
伝
心
」
を
読
ん
で

板
柳
町　

子
育
て
応
援
団
団
長

　
「
す
く
す
く
エ
ン
ジ
ェ
ル
」
に
は
と
て
も
い

や
さ
れ
ま
す
。
市
外
に
ひ
孫
が
２
人
い
ま
す
が
、

な
か
な
か
会
え
な
い
の
で
、
赤
ち
ゃ
ん
の
写
真

見
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

い
や
さ
れ
る
エ
ン
ジ
ェ
ル
た
ち

青
森
市　

長
谷
川
カ
ツ

　

前
回
の
「
読
者
サ
ロ
ン
」
で
、
ト
マ
ト
を
余

し
気
味
と
い
う
方
が
い
ま
し
た
ね
。
う
ら
や
ま

し
い
で
す
。
半
熟
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル

エ
ッ
グ
を
作
っ
て
お
き
、
別
の
フ
ラ
イ

パ
ン
で
適
当
に
切
っ
た
ト
マ
ト
を
オ
イ

ス
タ
ー
ソ
ー
ス
・
醤
油
・
塩
こ
し
ょ
う

で
炒
め
、
最
後
に
卵
と
合
わ
せ
る
と
美

味
し
い
で
す
よ
～
。

余
し
気
味
の
ト
マ
ト

平
川
市　

酒
井　

知
可

　

春
か
ら
始
め
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
食
べ
る
物

に
も
気
を
つ
け
、
見
事
10
㎏
の
減
量
に
な
り
ま

し
た
。

結
果
が
出
ま
し
た
！

青
森
市　

工
藤　

文
子

　

10
月
に
ひ
孫
が
誕
生
予
定
。「
す
く
す
く
エ

ン
ジ
ェ
ル
」
拝
見
し
な
が
ら
、
自
分
の
こ
と
の

よ
う
に
ワ
ク
ワ
ク
、
ウ
キ
ウ
キ
で
す
。

嬉
し
い
な
、
嬉
し
い
な

五
所
川
原
市　

一
ツ
谷
の
バ
ア
バ

　

１
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
孫
、
日
ご
と
に
チ

エ
が
つ
い
て
き
て
い
る
。
動
き
が
活
発
に
な
っ

て
い
ろ
い
ろ
な
物
に
カ
ン
シ
ン
が
あ
る
ら
し
く
、

目
放
し
が
で
き
ま
せ
ん
。
爺
も
も
た
も
た
し
て
、

バ
バ
に
気
合
を
入
れ
ら
れ
る
今
日
こ
の
頃
。

目
放
し
で
き
な
い
孫弘

前
市　

田
村　

裕

▼
と
き
方
＝
カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め

て
下
さ
い
。
二
重
の
枠
の
中
に
入
っ
た
文

字
を
う
ま
く
つ
な
げ
る
と
ひ
と
つ
の
言
葉

に
な
り
ま
す
。

▼
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
で
パ
ズ
ル
の
答
え
と
、

「
興
味
を
感
じ
た
記
事
」
や
、
日
頃
の
想

い
、
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
を
ご
記
入
下
さ

い
。
お
た
よ
り
は
一
部
紙
面
に
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
（
紙
上
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）

▼
締
切
日
10
月
11
日
必
着
。
正
解
者
の
中
か

ら
10
人
に
図
書
カ
ー
ド
を
お
贈
り
し
ま
す
。

▼
送
り
先　
〒
０
３
６

−

８
０
４
５

　
弘
前
市
野
田
２

−

２

−

１

　
津
軽
保
健
生
協
・
健
康
パ
ズ
ル
係

�

（
住
所
が
変
わ
り
ま
し
た
）

　
Ｅ
メ
ー
ル  kenkou

@
r66.7-d

j.com

応
募
方
法

２
素
敵
な
商
品
が
多
く
て
あ

れ
こ
れ
―
―
―
す
る

３
万
が
一
降
っ
て
も
持
っ
て

い
る
と
安
心

４
煙
の
香
ば
し
い
風
味
が
食

欲
を
そ
そ
る

５
仏
様
の
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル

《
タ
テ
の
カ
ギ
》

１「
挽
回
」で
は
な
く「
返
上
」

す
る
も
の

４
北
海
道
土
産
の
定
番
。
木

彫
り
の
―
―

５
贈
り
物
の
最
後
の
仕
上
げ
。

綺
麗
に
包
ん
で
渡
し
た
い

で
す
ね

６
裁
縫
に
必
要
。
―
―
と
糸

７
感
動
的
な
映
画
を
見
た
後

に
は
つ
い
つ
い
浸
っ
て
し

ま
う

《
ヨ
コ
の
カ
ギ
》

1

5

6

2

7

4

3

《ヒント》
夏季と冬季

それぞれの良さがある

第
685
号
（
９
／
１
付
）
パ
ズ
ル
の

正
解
「
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
＝
彼
岸
花
」

1

5

6

2

7

4

3

ア

ヒ
ノ
キ

テ
バ
ナ
シ

ナ

ン

ボ

ス
ジ
ガ
キ

バ
シ
ヨ

ン

す。〈投稿のお誘い〉身のまわりのこと、健康のこと、何でも「おたより」歓迎しま

読者サロン

　

正
解
者
多
数
の
た
め
、
抽
選
で

次
の
10
名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を

差
し
上
げ
ま
す
。　

（
敬
称
略
）

（
弘　

前　

市
）　

一
戸　

千
秋

高
田
久
美
子

内
藤　

キ
ヌ

森
本　

留
美

（
青　

森　

市
）　

石
村　

愛
子

砂
田　

貴
彦

（
黒　

石　

市
）　

久
保
田
麗
雄

盛　
　
　

康

（
平　

川　

市
）　

酒
井　

知
可

（
藤　

崎　

町
）　

高
木　

京
子

お知らせ
10月から消費税の変更により、
ハガキは62円から ｢63円｣ と
なりますので、ご注意ください。
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こ
の
よ
う
な
時
、

�

ご
連
絡
く
だ
さ
い

楽しい お料理楽しい お料理 ☆献立紹介…
藤代健生病院
　　　栄養科

　　　　

～とっても簡単！　揚げ里芋の甘辛煮～

＜材料２人分＞

里芋６個　醤油小さじ２　すりおろし

生姜５ｇ　片栗粉20ｇ　揚げ油適量

A（酒・醤油・みりん・水　各大さじ１
　 砂糖小さじ１/２）

三つ葉20ｇ

＜作り方＞

❶里芋は皮をむき食べやすい大きさに
切り、耐熱容器に並べてラップをし、

３～４分間加熱する。

❷ボウルに醤油とすりおろし生姜を入
れて混ぜ、里芋に下味をつける。

❸里芋の汁気を軽く切って片栗粉をま
ぶす。

❹180℃に熱した油できつね色になる
まで揚げ、よく油きりをする。

❺Aの調味料を合わせて鍋に入れてお
く。里芋をいれひと煮立ちさせる。

❻器に汁ごと盛り付け、三つ葉を散ら
して完成。

１人分当たり　エネルギー210kcal　塩分2.2ｇ

　こんにちは！　生協本部職場紹介の最後となり

ます組織部です。各支部組合員の皆様にはいつも

大変お世話になっております。写真にありますよ

うに組織部は毎朝、就業開始前に部員全員でラジ

オ体操を行う習慣となっています。私たちが推進

している「健康チャレンジ」の一環でもあります。

　組織部と言う職場は、生協ならではの職場であ

り、一般の会社ではあまり聞かないと思います。

組織部の主な業務を紹介します。①生協を発展さ

せる、②自主的な組合員活動・まちづくりを前進

させる、③出資金に関する手続きや相談への対

応、④「健康」新聞の発行などです。

　生協の発展に必要なことは、支部・班・組合員

の組織体制を発展させることであり、その上で健

康づくりや社会保障の充実、平和活動などを組合

員や地域住民に普及・定着していくことです。

地域に協同の“わ”を！

　現在、津軽保健生協には37の支部があり8名

の部員で担当をしています。支部担当者は支部運

営や班活動のコーディネート（調整）、法人内に

ある組合員活動、健康づくり、社会保障・平和活

動、事業所利用ボランティア、教育、の５つの専

門委員会の事務局機能も担い、自主的な組合員活

動を支援し、組合員と共に地域の要求の実現を目

指しています。

　今の日本の社会状況は、私たちの要求に逆行し

ています。健康をつくる、平和をつくる、いのち

輝く社会をつくるために、生協の組織力を活か

し、出会い・ふれあい・支え合い・地域に協同の

“わ”を広げていきたいと思います。

　自分たちの住み慣れたまちで、安心して暮らし

続けられるように、私たちと一緒に楽しく変えて

いきませんか？　組織部一同、生協本部１階で組

合員の皆様からの声をお待ちしております。

� （課長・鶴ケ谷喜之）

組合員活動をサポート

Vol.20

職場紹介

組織部の紹介

・
住
所
、
氏
名
が
変
わ
っ
た
時
…
。

・
引
っ
越
し
さ
れ
た
時
…
。

・
「
健
康
」
新
聞
が
２
部
届
い
て
い
る
時
…
。

・
組
合
員
が
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
時
…
。

津
軽
保
健
生
活
協
同
組
合　

組
織
部

電
話 

０
１
７
２

－

３
５

－

８
９
３
３

参加料

無料

［ ］日 時

［ ］会 場

［ ］参加対象

２０１９年１１月９日（土） １３：３０～１５：３０
（受付１３：００～）

健生病院 会議室１・２ (付属棟２階）

ボランティア活動に参加している方

第一部

講演 『私たちが目指すもの～日常の医療活動と歴史～』

講師 健生病院 事務局長 泉谷雅人 氏

交流会（グループワーク）

第二部

主催 事業所利用・ボランティア委員会

組織部 0172-35-8933 申し込み締め切り日 10月25日（金）

※バスをご利用の方は、申込の際に希望の乗車場所をお伝えください。

ボランティア学習交流会

【１号車】 浪岡・黒石・
 平賀コース
12：05　津軽医院
12：20　黒石　マックスバリュ
12：25　黒石市役所前
12：30　黒石　追子野木農協前
12：35　黒石診療所
12：45　平川市　三浦薬店前
12：55　平川市健康センター
13：00　舘田温泉
13：10　健生病院

【２号車】 西北・藤崎・
 弘前市内コース
11：30　五所川原診療所
12：05　板柳いとく
12：20　藤崎ジャスコ前
12：30　藤崎町・矢沢の
 かたつむり前
12：50　津軽保健本部前
13：10　健生病院

バスコース

毎朝　各地の方言による「ラジオ体操」

お問い合わせ・参加希望　地域連携室　℡0172-36-5181

藤代健生病院 家族教室のご案内

時　間＊ともに９時30分～11時30分の開催です。
参加費＊無料です。
会　場＊藤代健生病院　デイケア棟２階　多目的室

「北風と太陽 －依存症を理解する－」
◦10月12日（土）

　講師：坂本　隆　医師

スタッフ集合


